
令和5年度ワイヤレスエミュレータ利活用シンポジウム

本研究開発の成果の一部は、総務省の委託研究開発（JPJ000254）「仮想空間における
電波模擬システム技術の高度化に向けた研究開発」により実施した成果を含みます。

具体的な成果や利用事例等

ワイヤレスエミュレータへの寄与

取り組んだ課題

高精度な電波利用
空間模擬モデルの構成技術

担当機関： 構造計画研究所

サブテーマ 研究開発と取り組んだ課題

(1)周辺環境の3Dモデルの構

成技術
エミュレータで評価する通信システムの周辺環境をレーザスキャナ等を用いて計測し、レイトレーシング法などに利用
可能な屋内外の3Dモデルを誤差1m以下で構成する技術を確立した。

(2)レイトレーシングレイヤにお

ける動的環境の伝搬モデル
の構成技術

スマートオフィスやITS等に代表される動的環境において、レイトレーシングレイヤの伝搬パラメータの入力形式を検

討し、動的環境の電波伝搬モデルをエミュレータ上で再現する技術を確立した。また、スマートオフィスのユースケー
スについて、エミュレータに実装するパスグリッドデータを作成した。

(3)レイトレーシングレイヤにお

ける広域環境の伝搬モデル
の構成技術

橋梁や山岳等の広域環境での利用が想定されるドローンのユースケースについて、構造物や植生を考慮可能な伝搬
モデルの構築およびエミュレータに実装するパスグリッドデータを作成した。

(4)レイトレーシングレイヤにお

ける狭空間の伝搬モデルの
構成技術

狭空間の伝搬モデルの構築技術の確立のため、工場環境の電波伝搬特性を統計的に80％の精度で再現可能なモ
デリング技術の確立に取り組んだ。工場の3D空間には機密情報が含まれるため、伝搬環境を模したパスグリッドデー

タから、機密情報が復元されないように、パスのクラスタリングと経路の秘匿化を行った。
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技術課題アー②

作成した3Dモデル及びパスグリッドデータは、エミュレータに取り込まれ、
技術課題イにおける各ユースケースの実証実験に利用されている。

エミュレータの構成及びレイトレーシングレイヤの位置づけ
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論文などの成果（代表成果のみ記載）エミュレータへの取り込み実績

サブテーマ エミュレータへの取り込み

(1)
・スマートオフィスのユースケースにおいて、屋内オフィス環境の高精度3Dモデルを活用

・ITS、スマートメータ、B5Gのユースケースにおいて、屋外市街地環境の高精度3Dモデルを活用

(2) ・スマートオフィスのユースケースにおいて、屋内オフィス環境のパスグリッドデータを活用

(3) ・ドローンのユースケースにおいて、橋梁及び山岳環境及のパスグリッドデータを活用

(4) ・スマート工場のユースケースにおいて、工場環境のパスグリッドデータを活用

レイトレーシング法をベースとした伝搬モデルの検討、および検討した伝搬モデルを用いた
各ユースケースのエミュレーションに必要となる3Dモデルとパスグリッドデータを作成した。

サブテーマ(1) ：3Dモデルの構成

サブテーマ(2),(3),(4)：伝搬モデル研究およびパスグリッドデータの作成

点群データ
（左：屋外環境、右：屋内環境）

3Dモデル
（左：屋外環境、右：屋内環境）

スマートオフィス

レイトレーシング法を用いて、屋内環境をグリッド状に
評価し、屋内を行き交うIoT機器等の活用検討に対応

■～■：受信電力

スマート工場

ドローン

250パス

動的遮蔽判定時の負荷軽減を
目的としたクラスタリング処理

75パス

夏

冬

元のレイトレーシング法による計算結果を10-15dB程度に
保ったパスの削減および工場環境の秘匿化処理を実現

山岳環境における伝搬モデル検討

パスの軌跡を利用し、ITU-R勧告P.833の
樹木損失パラメータをチューニング

橋梁環境における伝搬モデル検討

3次元情報の機械学習への
適用による精度向上

点群データの計測精度を活かして
1m精度の高精度3Dモデルを構成

技術課題アー②サブテーマ(1)(2)(3)(4)
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